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歴史遺産の地盤工学研究に
関する研究委員会活動報告

歴史遺産委員会幹事⾧ 大里重人

歴史遺産の地盤工学研究に関する
研究委員会とは⁈
 活動期間➡平成28年7月～平成31年年3月（成果普及委員会として活動中）
 総勢 40名（委員⾧・部会⾧・幹事・委員） 名簿は割愛

 平成30年度
 東の軍艦島 第二海堡の秘密に迫る海上見学企画クルーズと講演会【横須賀市支援】┃７月16日（月）
 「富津市が誇る東京湾要塞を見つめる歴史と未来」講演会【富津市支援】┃10月7日（日）
 「人と水害 過去・現在・未来の講演会」┃11月17日（土） 【公開資料+行事報告】➡台風19号の被害を受けいまだにアクセスが多い

http://www.jgskantou.sakura.ne.jp/report/20181117.html

 平成29年度
 田谷の洞窟見学会┃5月10日（水）
 第一海堡研究視察実施報告書｜5 月 24 日（水）
 歴史遺産巡検【両国界隈:地震と火災】Ⅰ┃9月2日（土）┃
 歴史遺産巡検Ⅱ【門仲・洲崎界隈:高潮と低地災害】┃9月30日（土）
 大谷石見学会報告書┃11月16日（木）
 歴史遺産巡検「水と共生する志木宗岡地区」【志木界隈における荒川の水害と対応】┃3月17日（土）
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公告ポスターの作成と国交省・文京区の後援申請、SNS等
（まちづくり・防災・歴史・考古学・火山学・土木・建築等
の掲示板、FB、ツイート）を利用した事前広報・投稿募集

ホームページ作成とWEBによ
るプレプリの事前公開

ダウンロード可能なプレプリ➡
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ホームページへのプレプリ等の事前公開
 その趣旨は?
 単なる成果報告会ではない!➡成果普及（査読なし）
 成果の一般普及を考えた!➡投稿・参加費をとらない、会場費27万は委員会持出

（JICEの研究費）
 学会以外の非会員も対象としたシンポジウム＋講演会としようとしていた!

➡投稿・参加費をとらない
 投稿原稿締切り期限に遅れた投稿者が発生➡DVDの作成時間が足りなくなり断念

ストーリー性をもったプログラム構成の構築・選定・依頼

①地盤工学会へのフォロワーを増やす!
②土木構造物へ興味を抱き理解するフォロワーを増やす!
③一般の人に、災害対策等への理解を深めてもらう!

参加予定者の内訳

54%

46%

参加者の内訳（事前参加登録者:50名）

会員
非会員

当日、未登録による参加も認め
ているため最終参加者数は不明
（ただし、非登録者の口頭によ
る参加表明者が、確認できてい
るだけで20～30名ほどいた）

FBでの「いいね」120以上
シェア、5か所ほど

事前登録者をもっと増やす方法の模索が必要!
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2019年10月12日に歴史遺産委員会シンポジウ
ムを、国土交通省関東地方整備局、文京区の
後援を受け行う予定だった!

今後のために経緯と手順、反省点を公表しておく必要がある!

シンポジウム・講演会の中止の経緯と手順
 7日19:11より 天候（台風情報）に関する情報収集開始!（幹事）
 8日16:46 越智水害部会⾧から12日の台風への対応検討の依頼メール

同日に対応方針や、対応手順、広報内容を幹事が検討➡翌日委員⾧へメール及び電話
 9日8:44 対応手順及び広報文面について内容を委員⾧・越智、正垣両部会⾧、事務局へメール確認

太田先生（CC越智部会⾧、正垣部会⾧）
台風対策で、下記のような手順を考えております。

※台風の通過前
① 10月11日の13:00段階で、開催するかどうか判断（11日に事前確認のため会場に行きますのでその時に
相談。メールのあて先は、添付の通り。対応について事前通告が必要か?）
② 10月11日の15:00頃に、参加者及び発表者、委員会委員に開催もしくは中止の一斉メールを配布
③ 中止の場合は、FB等で、インフォメーションを出したサイトに対し中止に関する掲示
④ 後援者の国土交通省及び文京区に中止の場合にはその旨の通知（役割分担、依頼、電話連絡?）
⑤ 連絡が取れず、当日会場に来てしまった人のための通知（会場に掲示が必要か?、だれか説明する人が
行く必要があるか?幹事大里が対応?）
※台風通過後
⑥ 中止された場合、各発表者に当日発表する予定だったPPTの提出を依頼。
⑦ 当日発表する予定のPPTをHPにアップする。
【中止の場合の配布メール及び各通知したサイトへの掲示文面】➡事前に文面を作成し委員⾧部会⾧に確認
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 9日10:42 太田委員⾧より会場となる駿河台記念館の対応及び会場使用料金に関する確認事項および幹事
より連絡を行った対応方針、対応手順、広報内容に関しての了承のメール連絡

 9日20:38 発表者、参加者、委員会委員、講演者、後援機関、SNS・掲示板等へ12日の対応方針と方法につい
て事前通知方法の連絡

歴史遺産委員会シンポジウムへ参加される皆様へ【bccにて送信しております】
【連絡予告】
歴史遺産委員会シンポジウムに発表参加いただきありがとうございます。
ご承知おきの通り、現在台風19号が関東地方に接近しており、シンポジウムの開催が予定されている10月

12日に会場となる神田駿河台付近も暴風圏に入る可能性があります。
このため、参加者の安全や交通機関の運行状況等を考慮したシンポジウム開催に関する対応が求められま
すが、その判断を10月11日15:00頃に行うことと事務局内で決定いたしました。
誠に申し訳ありませんが、歴史遺産委員会シンポジウムの開催可否については10月11日15:00頃に改めて
メールにてお知らせいたしますので、11日15:00以降にメールの確認をお願いいたします。
なおシンポジウムが中止となった場合は、代替会場の確保も難しいため、発表予定のpptをシンポジウム
ホームページにて公表したいと考えておりますので、ご協力のほどお願いいたします。
*************************************************
地盤工学会歴史遺産委員会委員⾧
太田秀樹
地盤工学会関東支部歴史遺産委員会幹事
大里重人
****************************************************************************************

 10日:意見受付期間として、予告広報をSNS等で公開していた各ページ及びホームページに公開＋発表者＋参加
者＋研究グループ委員会Gリーダー幹事に通知＋後援機関からの確認待ち 及び天候に関する経緯引き続く情報
収集

 同日:12日における交通機関の計画運休の情報が入り始める。（12日 13:00にJR運休開始）
 11日 13:00 会場駿河台記念館にて、委員⾧、幹事、一部委員により現地確認と12日の中止決定を確認
 11日 13:19 発表者、参加者、講演者へシンポジウム中止のメール配信

追って 委員会委員、研究員会グループリーダー幹事、後援機関、SNS・掲示板等へ中止を連絡及び広報

当初検討していた 交通機関途絶のため、現地での幹事による広報活動も中止

※12日 シンポジウム・講演会の中止

現在、後処理調整中（災害対応で時間が取れない人もいる）
・全般の対応や広報体制に関しての反省点について分析中
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中止に関するお知らせ
歴史遺産シンポジウム中止のお知らせ

参加者及び発表者の皆さま
10月12日に、中央大学駿河台記念館で開催する予定でした歴史遺産シンポジウムです
が、台風19号による影響(計画運休に伴う交通機関の途絶など)を考慮し、大変残念です
が中止することになりました。

台風による影響のため、このような対応をとらざるおえなくなったことをお詫びいたします。
なお、当日発表される予定でしたPPTについては、後日ホームページ上に公開する予定で
す。

地盤工学会関東支部歴史遺産委員会委員長 太田秀樹

一般来場予定者のニーズがある!
当日、どんな話をするはずだったか知りたい・・・

委員会として、次回の開催にフォロワーをつなげたい!
ペーパレス化の流れへの対応 など

最後に

http://www.jgskantou.sakura.ne.jp/event/abstract.htm
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